
高支持力先端拡大根固め杭工法
コン剛パイル®工法
狭隘地対応

（プレボーリング方式/全長鋼管杭構造）



柱1本当りの荷重が大きい建物
狭隘地の中規模ビルのような、柱1本当りの荷重が
大きい建物に適しています。

残土処分コストの低減
撹拌ロッドと掘削水により土砂を泥土化させ鋼管杭を
貫入。   地上への排出土を低減し、残土処分や排出に
制約がある地域で優位性があります。

環境への配慮
コンパクトな施工により、近隣への圧迫感がなく、
振動・騒音を嫌う地域に適しています。
地中障害物がある場合、同一機により、先行した障害
撤去が可能です。
工事車輌が少ないので、周辺の交通環境への影響も
小さくなります。



狭隘地へ

高支持力杭を

狭隘地へ

高支持力杭を



3

現場配置例

4t車(プラント設備)
杭打機

バックホウ

鋼管杭

クレーン

水槽13㎥

現場間口は3.5ｍほどでも資機材搬入、杭施工が可能です。
前面道路がより狭い場合には、前面道路に搬入車を設置して施工機械を降ろし、自走搬入する事も可能です。
ゴム付キャタピラのため、道路の損傷がありません。

杭打機鉄筋かご

トレミー管

バック
ホウ

水槽42㎥水槽42㎥
発電機

※敷地状況によってはバックホウを前面道路に
　一時退避させる事も必要になります

杭詳細
コン剛パイル工法

Φ600、700、800　L=39.5m  9本

杭詳細
場所打ち杭工法

Φ1,000、1,400　L=41m  9本

敷地面積　270㎥
構造物　　 RC造、6階建
前面道路  9m     

搬入状況

掘削作業

杭建込み状況

杭の定着
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※その他、既製コンクリート杭工法の場合、杭重量により大型揚重機が必要となり、狭隘地での施工が不可能となる場合があります。

建物概要 オフィスビル　S造　地上10階建
延べ面積2300㎡　長期柱荷重：1,300～4,200kN

工法

杭明細

工期
材料車
搬入量
ダンプ台数
（1台4㎥）

残土量

コスト

コン剛パイル工法
（プレボーリング方式）

杭材     19台
セメント   8台

12日

40台

160㎥

1

Φ800、1,000　L=12m  19本

鉄筋     　  24台
生コン車　120台

場所打ち杭工法
（アースドリル工法）

31日

330㎥

1.3

84台

Φ1,500、1,700　L=13m  12本

10,100kN/本
（根固め倍率2.0倍,N値50）

400
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杭径（mm)

長
期
先
端
支
持
力（
kN
/本
)

【参考】コン剛パイル工法長期先端支持力

ただし、地震時に液状化のおそれがある地盤(※)を除く。

ただし、地震時に液状化のおそれがある地盤(※)を除く。

Dh：拡頭部径(m)

くい周固定液を用いる場合

くい周固定液を用いる場合

Ls：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さ
　　の合計(m)

Lc：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長
　　さの合計(m)

Ns：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験に
　　よる打撃回数の平均値(回）。

Ap Ap=π・Dp2/4

ψ=π・Dp

：基礎ぐいの先端付近（くい先端より上方に1Dp、下方に2Dp）
　の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回）。
　ただし、個々のN値の上限値は100とする。

qu：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度
       の平均値(kN/m2)

ただし、22≦qu≦200とし、quが200を超えるときは200
とする。

ψ：基礎ぐいの周囲の有効長さ(m)

：基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)

２．短期許容鉛直支持力

１．長期許容鉛直支持力

支持力算定式

他工法との比較（例）

α=194(Dg/Dp)2
α：くい先端支持力係数

短期許容鉛直支持力は長期許容鉛直支持力の２倍とする。

Dg≦2.4m

Dg＞2.4mα={194-6.5(Dg2-2.42)}×(Dg/Dp)2
Dg：根固め球根径(m)
Dp：基礎ぐいの本体径(m)

β：砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数
β=3.79

γ=0.60
γ：粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数

　N≦60とし、Nが60を超えるときは60とする。

　また、6≦Ns≦30とし、Nsが30を超えるときは30とする。

プレボーリング方式
通常タイプまたは拡頭タイプの一般部の場合
拡頭タイプの拡頭部の場合 ψ=π・Dh

N

Ra α β γ ψ3
1

※「地震時に液状化のおそれがある地盤」とは、建築基礎構造設計指針（日本建築学会：2019改訂）に示
　されている液状化発生に対する安全率（FL値）により、液状化発生の可能性があると判断される土層
　及び、その上方にある土層をいう。
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施工管理

施工管理装置

コン剛パイル®工法の施工管理(項目・方法・基準値等)は、「コン剛パイル®工法施工指針
（機械式先端ビット）　JFEスチール（株）、ジャパンパイル（株）」に準拠します。
本施工指針は(一財)ベターリビングの建設技術審査証明事業により審査されています。

施工管理装置を従来の大型施工機械から小型施工機械に対応させることにより、従来と
同じ管理、記録が可能です。
掘削深度、掘削速度、オーガ駆動装置にかかる掘削抵抗値（負荷電流やトルク値及び管
理装置による積分値）、セメントミルクの積分流量を計測、表示できる施工管理装置を使
用します。
また、近接センサーの検出信号を地上に伝送することにより、根固め球根の築造工程でリ
アルタイムに拡翼状況を把握します。

杭工事管理者用モニターの例

オペレーター用モニターの例
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上記は標準施工機選定目安のため、実際の現場地盤条件などにより施工機械クラスが異なる場合があります。

管理装置による主な管理項目

管理装置による帳票作成

施工機械選定の目安

施工した杭の積分トルク値等のデータは、帳票ソフトによりグラフとして出力し、施工杭の報告を簡易化します。

拡翼拡大前　0% 拡大完了　100%

管
理
装
置
画
面

拡
大
翼
の
動
き

金属ピン

突起

●掘削深度及び掘削速度
掘削深度をリアルタイムに把握し
ます。

●瞬時流量及び積分流量
杭周固定液や根固め液等の流量
を把握します。

●拡翼径に関連する項目
・逆回転で掘り上げ・掘り下げができている
・掘削抵抗値の著しい低下がない
・拡大掘削後にピンがつぶれている
・近接センサ重複率が100%となっている

●オーガ駆動装置にかかる掘削抵抗値
（負荷電流やトルク値及び管理装置による積分値）

土質柱状図と対比し、支持層を確認
します。

拡翼完了時に拡大翼根元の突起により押し潰される位置に金属ピンを取り付けることで、
地中での先端ビットの拡翼を確認します。

金属ピン
突起

60KN・m

杭打機
（全装備重量）

オーガー駆動装置
（モータートルク）φ400

5m

10m

15m

20m

25m

30m

35m

40m

φ500 φ600 φ700 φ800 φ900
杭径㎜

φ1000 φ1100 φ1200

杭
施
工
深
さ 

ｍ

機械寸法（施工時）

高さ 長さ 幅

9.3m60KN・m18.0t クラスA

A

6.0m 2.5m

13.0m400KN・m26.0t クラスB

B

6.7m 2.5m

14.0m450KN・m47.0t クラスC

C

C
7.2m 2.6m

14.6m550KN・m55.0t クラスD

D

8.2m 2.8m

狭隘敷地　施工条件例（敷地面積：約150㎡～）

敷地境界からの離隔機械組立　奥行施工幅

10.00m6.90mA 0.65m

15.00m7.90mB 0.80m

17.00m8.70mC 0.80m

18.00m9.80mD 0.80m

区
分

区
分
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